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１．目的 

本研究の目的は、考案したペダリング運動の引

き上げ動作をアシストする装置 (PAT) の生理学

的応答における基礎的データを取得することおよ

び PATの構造上の課題を明らかにすることとした。 

 

２．研究方法 

被験者は運動習慣のある健康な大学生 12名 (男

性 8名、女性 4 名) とし、PATあり条件と PATな

し条件の 2条件において、漸増負荷法による自転

車駆動テストを行った (順不同)。実験中の測定

項目は呼吸代謝パラメータ、心拍数、筋電図、主

観的運動強度の 4項目とした。分析方法は各測定

項目において条件内および条件間比較は、平均値

±SD の比較には二要因分散分析を用いて行った。 

 

３．結果と考察 

１）エネルギー消費量比較. 

VO₂/W において、負荷ごとに変動はあるもの

の、平均で男性が 26.7±3.2%、女性が 37.3±

4.8%の有意な減少を示した (図１) 。先行研究

によると１）、電動アシスト自転車の利用は、VO

₂/Wが 33.0%減少する。つまり、考案した PAT に

よるアシストは電動アシスト自転車と同程度、

またはそれ以上のエネルギー消費量を抑えら

れるという結果を示した。 

２）筋放電量の比較. 

前脛骨筋 (TA) は男女共に高値傾向を示した。

TA は引き上げ動作で活動することが知られてお

り、PAT の使用によって膝関節屈筋群を補助し、

スムーズな膝屈曲運動を促していることを示して

いる。一方、踏み込み動作で活動する外側広筋、

大腿二頭筋、腓腹筋外側頭は男女共に低値傾向を

示した。このことから PATの引き上げ動作アシス

トにより、逆脚側で行われている踏み込み動作の

アシストが効果的に働いていることが示唆された。 

３）PATの構造上の課題点. 

本研究における PAT の構造は低体力者や負荷の

低い平坦な道での走行および固定式ペダルと高回

転での使用においてアシスト効果の期待が高まる

結果となったが、クランク角 0°におけるエラス

ティックバンド負荷約１kg や体力差によって調

整できない課題も見つかった。 

 

４．結論 

本研究では、エラスティックバンドを使用し、ペ

ダリング運動における引き上げ動作をアシストす

ることで踏み込み動作で作用する筋における筋放

電量およびエネルギー消費量が減少することが示

された。また、クランク角 0°時におけるエラス

ティックバンド負荷を 0にする必要性と、ペダル

トゥクリップ使用による効果など実用化に向けた

検証もまた今後の課題として残された。 
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図２.各負荷における VO₂/W の比較. 
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